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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
三
十
年
の
年
頭
に
あ
た

り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
十
月
一
日
に
当
院
は
開
設

二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成

九
年
十
月
一
日
の
開
設
当
時
は
福

島
病
院
で
は
な
く
、「
財
団
法
人

脳
神
経
疾
患
研
究
所
附
属
南
東
北

病
院
附
属
福
島
医
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
と
い
う
、
も
の
凄
く
長
い
名

称
の
有
床
診
療
所
と
し
て
診
療
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
の
東
棟
が

建
っ
て
い
る
場
所
は
、
当
時
は
駐

車
場
（
写
真
）
で
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
南
側
に
は
畑
が
広
が
り
住
宅
も

ま
ば
ら
で
し
た
。
そ
の
頃
わ
が
国

で
は
未
曾
有
の
超
高
齢
社
会
の
到

来
が
予
想
さ
れ
、
二
十
年
経
っ
た

今
ま
さ
し
く
現
実
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
私
が
医
師
に
な
っ
た
頃
、
八
十

歳
を
超
え
る
患
者
さ
ん
の
脳
外
科

手
術
は
稀
で
し
た
。
し
か
し
現
在

で
は
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
病
棟
を
見
回
し
て
も
四
人
部

屋
の
患
者
さ
ん
全
員
が
九
十
歳
以

上
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
因

み
に
当
院
で
の
脳
外
科
手
術
例
の

最
高
齢
は
、
何
と
百
二
歳
で
す
。

　
疾
患
構
成
も
変
化
し
て
い
ま

す
。
脳
神
経
外
科
領
域
に
お
い
て

は
頭
部
外
傷
の
手
術
が
減
り
ま
し

た
。
か
つ
て
急
性
硬
膜
下
血
腫
、

急
性
硬
膜
外
血
腫
（
多
く
が
交
通

事
故
に
よ
る
頭
部
打
撲
が
原
因
）

の
手
術
は
、
新
米
脳
神
経
外
科
医

が
最
初
に
経
験
す
る
登
竜
門
で
し

た
。
し
か
し
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
エ

ア
バ
ッ
グ
の
普
及
な
ど
車
の
安
全

性
の
向
上
に
伴
っ
て
交
通
事
故
に

起
因
す
る
脳
外
科
手
術
は
少
な
く

な
り
、
当
院
で
は
年
に
一
例
あ
る

か
な
い
か
で
す
。

　
脳
卒
中
（
脳
血
管
疾
患
）
も
変

化
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
脳
卒
中

は
高
齢
者
人
口
増
加
に
伴
い
、

2
0
2
5
年
ま
で
増
加
の
一
途
を

辿
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
厚
労
省
の
デ
ー
タ
で
も
脳
卒

中
死
亡
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
（
図
）。
脳
卒
中
治
療
の
進
歩
、

減
塩
・
運
動
に
よ
る
血
圧
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど

が
奏
効
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
脳
卒
中
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
今
も
な
お
多
く
の
患

者
さ
ん
が
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い

る
の
も
事
実
で
す
。

　
そ
し
て
予
想
通
り
増
加
傾
向
に

あ
る
の
は
認
知
症
で
す
。
当
院
で

も
「
も
の
忘
れ
外
来
」
を
受
診
す

る
患
者
さ
ん
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
昨
年
か
ら
は
運
転
免
許
更

新
の
際
に
認
知
症
が
疑
わ
れ
、
当

院
を
受
診
す
る
患
者
さ
ん
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
十
年
前
、
十
九
床
の
有
床
診

療
所
だ
っ
た
頃
、
四
年
後
に
老
健

施
設
が
併
設
さ
れ
、
十
年
後
に
新

病
棟
が
建
ち
、
十
九
年
後
に
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
を
誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
同
様
に
こ
の
先
の

二
十
年
後
、
当
院
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
の
か
、
正
確
に
予

測
す
る
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
春
は
医
療
・
介
護
の
診
療
報

酬
ダ
ブ
ル
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

病
院
・
老
健
に
お
け
る
新
た
な
事

業
展
開
、
業
務
再
編
や
人
事
異
動

も
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
「
す
べ
て
は
患
者
さ
ん

の
た
め
に
」
の
院
是
の
も
と
、
地

域
の
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療

を
目
指
す
姿
勢
は
こ
れ
ま
で
も
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
本

年
も
ど
う
ぞ
南
東
北
福
島
病
院
・

リ
ハ
ビ
リ
南
東
北
福
島
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【院是】すべては患者さん・利用者さんのために
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今月号のなかみ
▼
2
面
＝
南
東
北
福
島
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
か
ら

▼
3
面
＝
メ
ス
収
め
式
、福

島
病
院
講
演
会
１
月
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、シ
ャ
ト
ル

バ
ス
時
刻
表

▼
４
面
＝
ゆ
き
う
さ
ぎ
通

信
、今
月
の
レ
シ
ピ

年
頭
の
ご
挨
拶

南
東
北
福
島
病
院
理
事
長
特
別
補
佐
監

兼
執
行
本
部
長      

　
　
　
　
　
　
　

浅
利
　
　
潤

浅利潤執行本部長

わが国の疾患別死亡者数の推移

開設当時の福島医療クリニック
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介
護
保
険
は
み
ん
な
で
支
え
る
制
度

納
め
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

【
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
】

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
人

は
40
歳
に
な
る
と
介
護
保

険
に
加
入
し
、
介
護
保
険

料
を
納
め
る
事
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
の
財
源
は
公
的
な
費

用
と
介
護
保
険
加
入
者
の

納
め
る
介
護
保
険
料
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
ま
す
。
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
誰

も
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
介
護
保
険
料
の
徴
収
方
法
】

　
40
歳
以
上
の
人
は
介
護
保
険
料

を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

徴
収
方
法
は
異
な
り
ま
す
。

①
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
第

2
号
被
保
険
者
）
＝
保
険
料
は
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方

法
に
よ
り
決
定
し
医
療
保
険
料
と

一
括
し
て
納
め
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
者
▽

決
め
方
＝
保
険
料
は
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
方
法
と
同
様
に
世
帯

ご
と
に
決
め
ら
れ
ま
す
▽
納
め
方

＝
医
療
保
険
分
と
介
護
保
険
分
を

合
わ
せ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
と

し
て
世
帯
主
が
治
め
ま
す
。

◆
職
場
の
医
療
保
険
へ
の
加
入
者

▽
決
め
方
＝
医
療
保
険
ご
と
に
設

定
さ
れ
る
介
護
保
険
料
率
と
給
与

（
標
準
報
酬
月
額
）
お
よ
び
賞
与

（
標
準
賞
与
額
）
に
応
じ
て
決
定

し
ま
す
▽
納
め
方
＝
医
療
保
険
分

と
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ
て
給
与

お
よ
び
賞
与
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。

　
※
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
被
扶

養
者
は
保
険
料
を
個
別
に
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
65
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保

険
者
）
＝
65
歳
以
上
の
保
険
料
は

各
市
町
村
で
決
め
ら
れ
た
基
準
額

と
そ
の
人
の
所
得
等
に
応
じ
10
段

階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
料
は
介
護
保
険
法
の
規
定
に

よ
り
3
年
に
1
回
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
納
め
方
は
受
給
し

て
い
る
年
金
額
に
よ
っ
て
2
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
原
則
と
し
て

年
金
か
ら
納
め
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
＝
老
齢
（
退
職
）
年

金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
が
年

額
18
万
円
以
上
の
人
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

◆
普
通
徴
収
＝
老
齢
（
退
職
）
年

金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
が
年

額
18
万
円
未
満
の
人
は
市
町
村
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
や
口
座

振
替
で
期
日
ま
で
に
金
融
機
関
等

を
通
じ
て
納
め
ま
す
。

※
年
金
が
年
額
18
万
以
上
で
も
特

別
徴
収
に
切
り
替
わ
る
ま
で
一
時

的
に
納
付
書
で
納
め
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

③
介
護
保
険
料
の
滞
納
に
つ
い
て

＝
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際

の
利
用
者
負
担
は
通
常
か
か
っ
た

費
用
の
1
割
又
は
2
割
で
す
が
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
様
な
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

▽
1
年
以
上
＝
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

全
額
を
い
っ
た
ん
利
用
者
が
負
担

し
、
申
請
に
よ
り
後
で
保
険
給
付

分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

▽
1
年
6
ヶ
月
以
上
＝
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
全
額
を
利
用
者
が
負
担
し

ま
す
。
申
請
後
も
保
険
給
付
の
一

部
、
又
は
全
額
が
一
時
的
に
指
し

止
め
と
な
り
滞
納
し
て
い
た
保
険

料
に
あ
て
ら
れ
る
事
も
あ
り
ま

す
。

▽
2
年
以
上
＝
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
と
き
に
利
用
者
負
担
が

3
割
に
な
っ
た
り
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
介
護
保
険
は
介
護
を
国
民
み
ん

な
で
支
え
る
制
度
で
す
。
誰
も
が

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
早
め
に
市
町
村

の
担
当
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
（
介
護
支
援
専
門
員
　
加
藤
学

史
）。

南東北福島
　　　　居宅介護支援事業所から
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シャトルバスを
ご利用の皆さんへ

※道路状況により運行に遅れが生じる場合や停車時刻が前後する場合があります。
※シャトルバスの座席には限りがございますので、満員の際はお乗りいただけない場合がございます。
※患者さんの安全を最優先に考え、指定場所以外での途中下車・途中乗降は致しておりません。

フルーツライン・飯坂温泉駅経由⇔飯坂ホーム

しのぶ台・南福島駅経由⇔福島駅西口 高湯街道経由⇔福島駅西口

飯坂ホーム発 湯野木材
8：00
12：50

飯坂温泉駅
8：10
13：00

庭坂駅
8：30
13：20

南東北福島病院着
8：40
13：30

8：06頃
12：56頃

福島駅西口発 南福島駅
9：20
13：50

しのぶ台第2公園
9：50
14：20

9：35
14：05

ここら大森店
9：42頃
14：12頃

しのぶ台仮設住宅 南東北福島病院着
10：00
14：30

9：51頃
14：21頃

堀切地蔵尊バス停
9：53頃
14：23頃

南東北福島病院発 堀切地蔵尊バス停
13：00
16：30

しのぶ台第2公園
13：10
16：40

13：07頃
16：37頃

しのぶ台仮設住宅
13：09頃
16：39頃

ここら大森店 福島駅西口着
13：40
17：10

13：18頃
16：48頃

南福島駅
13：25
16：55

福島駅西口発 エルティ
10：35
14：05

吾妻学習センター分館
10：51頃
14：21頃

10：37頃
14：07頃

テレビユー福島
10：44頃
14：14頃

ここら吾妻店 南東北福島病院着
11：00
14：30

10：54頃
14：24頃

味処みずほ
10：56頃
14：26頃

南東北福島病院発 味処みずほ
10：10
13：40

吾妻学習センター分館
10：19頃
13：49頃

10：14頃
13：44頃

ここら吾妻店
10：16頃
13：46頃

テレビユー福島 福島駅西口着
10：35
14：05

10：26頃
13：56頃

エルティ
10：33頃
14：03頃

花水坂駅南
8：12頃
13：02頃

まるこうさとう
8：20頃
13：10頃

油井商店
8：25頃
13：15頃

いちい庭坂店
8：32頃
13：22頃

ここら吾妻店
8：35頃
13：25頃

味処みずほ
8：36頃
13：26頃

南東北福島病院発 味処みずほ
12：00
15：10

ここら吾妻店
12：05頃
15：15頃

まるこうさとう
12：20頃
15：30頃

飯坂ホーム着
12：40
15：50

12：04頃
15：14頃

いちい庭坂店
12：08頃
15：18頃

庭坂駅
12：10
15：20

油井商店
12：15頃
15：25頃

花水坂駅南
12：28頃
15：38頃

飯坂温泉駅
12：30
15：40

湯野木材
12：34頃
15：44頃

南東北福島病院  シャトルバス時刻表 小文字の時刻は目安としてお考え下さい。

（土・日・祝日・年末年始は運休）月曜日～金曜日運行

無
事
故
に
感
謝
す
る
と
と
も
に

30
年
の
安
全
を
誓
う
左
か
ら
菅

野
副
院
長
、
浅
利
本
部
長
、
田

地
野
院
長
ら
幹
部

一
年
間
の
無
事
故
・
安
全
に
感
謝

南
東
北
福
島
病
院
で
メ
ス
収
め
式

　
南
東
北
福
島
病
院
の
平
成
29
年

メ
ス
収
め
式
は
、
12
月
29
日
㈮
午

前
8
時
45
分
か
ら
手
術
室
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
一
年
間
の
無
事
故
と

安
全
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
メ
ス
収
め
式
に
は
、浅
利
潤（
脳

外
科
）
執
行
本
部
長
は
じ
め
藤
井

眞
行
（
麻
酔
科
）
名
誉
院
長
、
田

地
野
崇
宏
（
整
形
外
科
）
院
長
、

仲
野
雅
幸
（
脳
神
経
外
科
）
院
長

代
行
、菅
野
智
之（
外
科
）副
院
長
、

平
田
憲
子
看
護
部
部
長
、
そ
の
他

各
科
の
医
師
、
看
護
師
、
手
術
室

ス
タ
ッ
フ
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

浅
利
潤
執
行
本
部
長
が
「
大
き
な

事
故
も
な
く
一
年
を
終
え
ら
れ
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
続
い

て
藤
井
眞
行
名
誉
院
長
が
「
油
断

が
事
故
を
生
む
。
今
後
も
慢
心
す

る
こ
と
な
く
手
術
に
当
た
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
浅
利
執
行
本
部
長
は
じ

め
ス
タ
ッ
フ
ら
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ

げ
て
無
事
故
を
願
う
と
と
も
に
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救

う
た
め
に
平
成
30
年
も
全
力
を
尽

く
す
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

南東北福島病院講演会1月スケジュール

月日 時間 担当部署
講師 講演内容 場所

1/9
㈫

10：00
～

10：30
栄養科

高野　夏美
栄養健康教室

「食事でできる介護予防」
中央棟1階

医療相談課前

1/10
㈬

11：00
～

11：30
リハビリ科
内海　晋吾

ミニ健康講座
「介護予防体操をして元気になろう！」

中央棟1階
医療相談課前

1/11
㈭

11：30
～

12：00
看護部

菅野　香織
ミニ健康講座

「全身麻酔で手術を受けることになったら」
中央棟1階

医療相談課前

1/12
㈮

14：00
～

15：30

医局
佐藤　弘一郎

総合健康講座　第69回
『もしも私が（夫が、妻が、親が)
大腿骨頚部骨折したらどうなるの？』

東棟７階
講堂

看護部
田中　禎男 「歩けないのはとっても苦痛」

リハビリ科
菅野　智悠 「（大腿骨頚部骨折の）リハビリテーションについて」

医療相談
吉田　絵美 「利用できる医療費制度」

1/17
㈬

11：00
～

11：30
検査科

國島　萌
ミニ健康講座

「内視鏡治療について」
中央棟1階

医療相談課前

1/18
㈭

11：30
～

12：00
看護部

木本　純子
ミニ健康講座

「物忘れを予防するために」
中央棟1階

医療相談課前

1/24
㈬

11：00
～

11：30
リハビリ科
内海　晋吾

ミニ健康講座
「介護予防体操をして元気になろう！」

中央棟1階
医療相談課前

1/25
㈭

11：30
～

12：00
看護部

成田　知美
ミニ健康講座

「感染症について」
中央棟1階

医療相談課前

1/31
㈬

11：00
～

11：30
放射線科

武田　恭平
ミニ健康講座

「当院のＣＴ検査　どんなことがわかるの？」
中央棟1階

医療相談課前
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今月の
レシピ

トマトのクリームスープ
トマトの酸味が
まろやかになった
具沢山スープ♪
パスタと絡めても
おいしいです✿

リハビリ南東北福島栄養管理

材料（4人分）
玉ねぎ………………………………1個
おろしにんにく……………………少々
ミックスビーンズ…………………2缶
生クリーム………………………200cc
牛乳……………………………200cc
カットトマト缶1缶　　油適量
ウインナー1P　　コンソメ小さじ2　
塩こしょう少々

作り方 ①玉ねぎは、みじん切りにしてお
く。
②フライパンに油をしき、にんに
くを入れ、香りが立ったら玉ねぎ
を入れ、しんなりするまで炒める。

③ミックスビーンズ、ウインナーを加え、炒める。
④トマト缶、生クリーム、牛乳を加え、ひと煮立ちさせ
る。
⑤コンソメ、塩、こしょうで味を整える。

牛乳のたんぱく質は、良質なアミノ酸
をバランスよく含んでいます。カルシウ
ムも豊富でコップ1杯で成人の必要量
の30％以上をとることができます。

メモ

ラーメンのおいしさを味わう
利用者さん

サッカーボウリングを競う
利用者さんたち

　
リ
ハ
ビ
リ
南
東
北
福
島
の
「
ラ

ー
メ
ン
同
好
会
」
は
昨
年
11
月
29

日
㈬
昼
に
行
わ
れ
、
利
用
者
さ
ん

た
ち
が
外
出
気
分
と
外
食
の
楽
し

さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
同
好
会
は
、
外
出
機
会
が

少
な
い
利
用
者
さ
ん
た
ち
に
少
し

で
も
外
出
し
た
気
分
と
外
で
食
事

す
る
ワ
ク
ワ
ク
感
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
始
め
ま
し
た
。
今
回
は

寒
さ
が
気
に
な
ら
な
い
よ
う
近
く

の
定
食
屋
さ
ん
に
出
前
を
依
頼
。

施
設
で
は
な
か
な
か
自
分
の
好
き

な
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
利
用
者

さ
ん
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
て
メ

ニ
ュ
ー
を
見
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
好

き
な
も
の
を
注
文
し
ま
し
た
。
利

用
者
さ
ん
の
中
に
は
、
日
頃
自
分

　“
体
育
の
日
”
に
ち
な
ん
だ
リ

ハ
ビ
リ
南
東
北
福
島
の
「
秋
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
は
11
月
28
日
㈫
に

行
わ
れ
、
利
用
者
さ
ん
た
ち
が
思

い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て
“
ス
ポ

ー
ツ
の
秋
”
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
普
段
か
ら
行
っ
て
い

る
ル
ー
ル
を
変
え
、
紅
白
に
分
か

れ
て
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
サ
ッ
カ
ー

で
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
る
こ
と
な
ど

ほ
と
ん
ど
無
く
、
話
す
言
葉
も
少

な
い
の
に
今
回
は
、
は
っ
き
り
と

「
カ
ツ
カ
レ
ー
が
食
べ
た
い
」
と

注
文
す
る
人
も
お
り
、
周
り
の
人

や
ス
タ
ッ
フ
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　
頼
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
が
届
く
と
利

用
者
さ
ん
た
ち
は
、
黙
々
と
箸
を

動
か
し
、
食
事
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
声
を
掛
け
る

と
「
久
々
で
お
い
し
い
」「
懐
か

し
い
」
と
笑
顔
で
答
え
、
満
足
な

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
や
紅
白
玉
入
れ
、
風

船
バ
レ
ー
な
ど
に
実
力
を
競
い
合

い
、
白
組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
さ
ん
た
ち
は
ま
ん
べ
ん

な
く
各
競
技
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
プ
レ
ー
し
た
利
用
者
さ
ん
た

ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
ど
の
顔

も
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。
普
段
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
関
わ
り
が

少
な
い
利
用
者
さ
ん
も
意
欲
満
点

で
活
発
に
動
い
た
り
、
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
盛
り
上
が

り
に
一
緒
に
参
加
し
た
職
員
た
ち

も
大
喜
び
。
い
つ
も
行
っ
て
い
る

行
事
で
も
少
し
ル
ー
ル
を
変
え
る

な
ど
一
工
夫
す
る
こ
と
で
利
用
者

さ
ん
や
職
員
た
ち
が
一
緒
に
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
思
い
っ
き
り
体
を
動
か

し
て
運
動
を
楽
し
み
大
成
功
の

「
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
し
た
。

外
出
気
分
を
満
喫

　
　

リ
ハ
福
島
で「
ラ
ー
メ
ン
同
好
会
」

外
出
気
分
を
満
喫

　
　

リ
ハ
福
島
で「
ラ
ー
メ
ン
同
好
会
」

サ
ッ
カ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
楽
し
む

　
　
　
　秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
く

サ
ッ
カ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
楽
し
む

　
　
　
　秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
く


